
 

 

 

[はじめに] ダイヤモンドは物質中最高の硬度，熱伝導率を有し，化学的安定性や光学的特性などに

も優れている．これらの特徴から工業界ではレジンボンドダイヤモンド工具，研磨剤，など様々な分

野で利用されている¹⁾．この中で，レジンボンドダイヤモンド工具は，ダイヤモンド工具の性能を向上

させる目的で開発された．ダイヤモンド粒子に金属被覆をするという発明は，切削時に発する研削熱

によって生じるレンジ結合剤の熱劣化を抑えることができ，レンジ結合剤とダイヤモンド砥粒との結

合力を高めることが可能である²⁾．本研究では，ダイヤモンドパウダ表面に銀をコーティングして，加

工時の摩擦熱の低減を検討している． 

[実験方法] 実験には平均 3~5µmの人造ダイヤモンドの粉砕粉末粒子を用いた．そして，硝酸銀を還

元し，銀鏡反応によってこの粒子表面に銀を析出させた．  

[実験結果および検討] まず，NaOH濃度に注目して，銀鏡反応を行った．他の条件を固定し，NaOH

濃度を 5%から 15%まで変化させた．図 1に銀コーティング前のダイヤモンド粒子のFE-SEM像を示

す．図 2，3，4はNaOH濃度 5%，10%，15%の時の結果である．図 1と比較すると，明らかにダイヤ

モンド粒子表面に析出物が存在している．また，NaOH 濃度が濃くなるにつれ，析出量も増えている

ことも分かる．次に，銀鏡処理を施したダイヤモンド粒子にXRD にて付着物の同定を行った．図 5，

6 に銀鏡処理前後の XRD による測定結果を示す．これより，(111)及び(200)面の銀に起因する回折ピ

ークが確認でき，さらに，微弱ではあるが，(220)，(222)面からのピークも得ることができた．銀から

の(111)，(200)の鋭いピークが確認でき，64.3度，77.2度に(220)，(222)のピークを微弱ながら確認する

ことができた．図7 はNaOH 濃度を変化させた場合の占有面積比率である．NaOH 濃度が濃くなるに

つれ，銀の析出量も増加することが分かった． 
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図1銀鏡反応前のダイヤモンド 

粒子 

図 2 NaOH 濃度 5%時の FE-SEM 像と

EDXマッピング像 
 

 

図 3 NaOH 濃度 10%時の FE-SEM 像と

EDXマッピング像 

  
図 4 NaOH 濃度 15%時のFE-SEM 像と

EDXマッピング像 

 
図 7 NaOH 濃度を変化させた場合の EDX 占有

面積の変化 

[まとめ]NaOH 濃度を濃くすれば，銀の析出

量も増加する結果になった．ただし，ダイヤ

モンド粒子表面に銀が均一に付着しているわ

けではなく，FE-SEM像見ても不均一なところ

があった． 
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図5 銀鏡処理前XRDスペクトル 

図6 銀鏡処理後XRDスペクトル 
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